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はじめに

今後の課題

推定された速度場のもとで，100個の台風を走らせた結果．

初期値は，各月の過去60年の生成位置からランダムに選んで設定．

台風

北西太平洋域に発生する強い熱帯低気圧．

東アジア地域の自然災害要因の一つ．

将来，どこにどのくらいの頻度で台風が到来しそうかを評価したい．

台風の特性

気候変動を考慮した台風軌道パターンの解析

Data set: best track data (provided by Regional Specialized Meteorological Centre, Tokyo)

1980-2009 年に発生した台風の軌道． 1980-2009 年に発生した台風移動速度の平均．
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台風の季節変化

方法

台風の移動速度を決める平均的な背景場を，緯度 , 経度 , Day of year, 

Julian day の関数として推定する．

結果

6 月 15 日 7 月 15 日 8 月 15 日

9 月 15 日 10 月 15 日

確率モデルとして使える形にする．

季節変化を考慮した初期値のモデル化．

消滅機構のモデル化．

他の要因の影響の検討．


